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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出・生産面に新興国経済の減速の影響がみられるものの、緩

やかな回復基調を続けており、先行きについても緩やかな回復の継続が見込まれておりますが、中国を始めとするア

ジア新興国等の景気の下振れにより、国内経済も下押しされるリスクの存在等もあり、依然として不透明な状況は続

いております。

また、当社グループの主要取引先である自動車業界においては、国内新車販売は停滞しており、北米の好調はある

ものの新興国市場は不透明であり、メーカーの国内生産台数も前年同四半期比で落ち込んだことで、当社グループを

取り巻く経営環境も厳しさを増しております。

このような厳しい状況のもと当社グループにおいては、受注の確保、生産効率の改善等による原価低減、製品開発

の推進等に努め、企業体質の強化を図ってまいりました。

この結果、当第２四半期の連結業績は、売上高は連結子会社の増加により、4,176百万円（前年同四半期比59.6％

増）となりましたが、利益面では主要得意先メーカーの減産等の影響もあり、営業利益は147百万円（前年同四半期比

8.1％減）、経常利益は144百万円（前年同四半期比13.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は137百万円（前年

同四半期比13.8％減）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（金属製品事業）

主要取引先である自動車業界において、国内生産台数は前年同期比で落ち込んだことで、当第2四半期連結累計期間

では受注が減少方向で推移しており、連結子会社の増加による増収はあったものの、売上高は3,318百万円（前年同四

半期比97.4％増）、営業利益は175百万円（前年同四半期比4.4％減）となりました。

（電線・ケーブル事業）

既存取引先における在庫調整等により、売上は低調な推移となっており、厳しい状況が続いていることで、売上高

は737百万円（前年同四半期比8.8％減）、営業利益は8百万円（前年同四半期比13.9％減）となりました。

（不動産事業）

保有不動産のメンテナンス等にも注力することで、安定した稼働率の確保に努めたことで、売上高は114百万円（前

年同四半期比4.2％減）、営業利益は58百万円（前年同四半期比4.8％減）となりました。

（その他事業）

主として売電事業から構成されておりますが、ソーラーパネルの設置については、保有不動産の有効活用目的に限

定しリスクの低減を図っており、売上高は5百万円（前年同四半期比15.7％減）、営業損失は0.9百万円（前年同四半期

は営業損失0.3百万円）となりました。

決算短信 （宝印刷）  2015年11月05日 09時51分 4ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



株式会社ヤマシナ(5955) 平成28年３月期 第２四半期決算短信

3

（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて3.4％減少し、5,610百万円となりました。これは、棚卸資産が122百万円増

加し、短期貸付金170百万円、現金及び預金154百万円がそれぞれ減少したこと等によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて1.2％増加し、8,052百万円となりました。これは、機械装置98百万円、工

具器具及び備品81百万円、子会社株式76百万円がそれぞれ増加し、投資有価証券が140百万円減少したこと等によるも

のであります。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて2.2％減少し、2,514百万円となりました。これは、未払金が56百万円減少

したこと等によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて3.8％減少し、1,846百万円となりました。これは、長期借入金が69百万円

減少したこと等によるものであります。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べて0.3％増加し、9,302百万円となりました。これは、利益剰余金が156百万円増

加し、資本剰余金が139百万円減少したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、「平成27年度3月期 決算短信」で公表いたしました通期の連結業績予想に変更はあり

ません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

第１四半期連結会計期間より、非連結子会社でありましたLadvik (Thailand) Co.,Ltd.は重要性が増したため、

連結の範囲に含めており、連結子会社でありました株式会社Y'sアセットマネジメントは重要性が低下したため、連

結の範囲から除外しております。

Ladvik (Thailand) Co.,Ltd.の決算日は12月31日であり、連結決算日との差異は３ヶ月以内であるため、当第２

四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の作成にあたっては、当該子会社の平成27年６月30日現在の四半期財務

諸表を使用しております。

なお、四半期連結決算日までの期間に発生した重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企

業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13

日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差

額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更

いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確

定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる

方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるた

め、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを

行っております。

なお、当第２四半期連結累計期間における四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,786,414 1,632,212

受取手形及び売掛金 2,401,482 2,450,520

有価証券 15,459 15,461

商品及び製品 489,793 602,852

仕掛品 271,287 277,980

原材料及び貯蔵品 360,353 363,063

その他 484,660 268,737

貸倒引当金 △2,101 △148

流動資産合計 5,807,350 5,610,680

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,537,977 1,518,486

土地 4,628,728 4,631,014

その他（純額） 852,980 1,032,696

有形固定資産合計 7,019,686 7,182,197

無形固定資産

のれん 97,855 92,749

その他 59,373 53,165

無形固定資産合計 157,228 145,915

投資その他の資産

破産更生債権等 1,155,223 1,155,182

その他 813,292 754,011

貸倒引当金 △1,187,150 △1,184,629

投資その他の資産合計 781,365 724,564

固定資産合計 7,958,280 8,052,677

資産合計 13,765,630 13,663,358

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 838,615 876,632

短期借入金 1,168,796 1,187,503

未払法人税等 8,529 7,017

賞与引当金 69,350 80,754

その他 486,634 362,896

流動負債合計 2,571,925 2,514,804

固定負債

長期借入金 446,660 376,668

退職給付に係る負債 350,910 369,074

役員退職慰労引当金 17,820 19,320

環境対策引当金 26,117 -

その他 1,077,017 1,081,472

固定負債合計 1,918,525 1,846,535

負債合計 4,490,450 4,361,340
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 90,000 90,000

資本剰余金 6,553,308 6,414,158

利益剰余金 1,328,148 1,484,512

自己株式 △131,729 △131,729

株主資本合計 7,839,727 7,856,941

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 12,895 4,085

土地再評価差額金 1,422,557 1,422,557

為替換算調整勘定 - 18,433

その他の包括利益累計額合計 1,435,452 1,445,076

純資産合計 9,275,180 9,302,018

負債純資産合計 13,765,630 13,663,358
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 2,617,020 4,176,358

売上原価 2,095,340 3,384,955

売上総利益 521,680 791,402

販売費及び一般管理費 361,365 644,148

営業利益 160,314 147,254

営業外収益

受取利息 1,785 2,730

受取配当金 192 352

助成金収入 - 10,511

その他 11,959 12,907

営業外収益合計 13,936 26,502

営業外費用

支払利息 5,098 7,693

為替差損 - 18,279

その他 2,217 3,020

営業外費用合計 7,316 28,992

経常利益 166,934 144,764

特別利益

固定資産売却益 156 313

環境対策引当金戻入額 1,592 3,759

保険解約返戻金 2,134 -

特別利益合計 3,883 4,072

特別損失

固定資産売却損 - 1,494

固定資産除却損 1,782 1,588

特別損失合計 1,782 3,083

税金等調整前四半期純利益 169,035 145,754

法人税、住民税及び事業税 9,153 7,914

法人税等合計 9,153 7,914

四半期純利益 159,881 137,839

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 159,881 137,839
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 159,881 137,839

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5,074 △8,810

為替換算調整勘定 - △1,281

その他の包括利益合計 5,074 △10,091

四半期包括利益 164,955 127,747

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 164,955 127,747

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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